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　古文書を守るために来るべき災害に備えてほしい、とシンポジウムで呼びか
けたのは、2010 年 11 月 13 日のことだった。それからわずか 4 ヶ月後の 3 月












沖地震の規模をはるかに越えて、南北 500 km、幅 200 km に及んだ。10 倍以
上の滑りだったという。
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なお屋敷も礎石を残すだけだった。戦国時代から明治までのおよそ 1 万 2 千点
編集を終えるにあたって 99
の古文書は、丸ごと失われてしまっていた。
　ご家族の無事を祈って近くの避難所に向かった。お元気なお姿を拝見して安
心したが、ご当主から思いもかけないお言葉をかけられた。
　「家も財産も古文書も、すべて失ってしまいました。しかし、みなさんのお
かげで古文書の写真だけは残りました。ありがとうございます」
　胸が詰まる思いだった。
　その足で追波川沿いの旧家に向かった。こちらのお宅も昨年 12 月にお訪ね
して、仏壇の引き出しにしまってあった古文書を撮影させていただいたばかり
だった。ご当主は別宅に身を寄せておられたが、私たちの姿をみると喜んでく
ださった。そして、こう話された。
　「古文書も写真もみんな流されてしまいました。落ち着いたら、先生方が撮
影された写真をいただけませんか」
　いずれのお言葉も、古文書は歴史研究者だけのためにあるのではない、という
ことを痛感させるものだった。家のよるべ、地域のよすがになる、日本の宝なの
だ。私たちがおこなってきた歴史資料保全の活動は、こうして地域の方々に受け
入れられていた。その意義を、こうした悲しい現実のなかで再認識させられたの
だった。
